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次に cOnduc七ivi七y

oll(汰,a)-吉/OPdもe-idJ㌔ よくqit,n-Pdl',
9 +

0

で. kをまとめて_ Q,- 0とすれば これは0とを る､ とい うことを注意 されたO

これはぬ rtinや Luttingerの論文で も強調されてい るとの~ことであ る｡

をお_ この問題は(2)で T--とすれば0とをること､つまりplatean と問題

と同種のことだと思われ る｡

最後に Zubarevの方法について∴ その統計力学的基礎について言及 された｡

定常状態の密度行列を作るときに勺運動の常数を指数関数の肩にのせるが_ と

いって､Zubarevのように連続方程式

ち

詰 〔nifdt divJ〕- 0

の 〔〝〕を肩に載せるのはどうか､ とい うことである｡

その他､ 3 ,4日目に も多 くの発言をされたがし その主を ものはコメント

<くブラウン運動と揺動放逸定理"にまと砂て.あるので､ この程度に させて戴 く

ことにするOをお､他の方ぬ発 言で主を ものは､ それぞれ報告の中にまとめて

あるので､それを参賂 して戴 くこと.にしたい ｡

5｡不安定性のd-isCussionsに 関して

西 川 恭 治

不安定性を伴 う輸送現象は最近数多 く調べ られてい るが､その統計力学的取

扱いはまだ極めて初歩的段階にあるO-もと もと統計力学的額扱いが どこまで意

味があるのか疑問視 される向きもあると思 うが､一応問題を整理 してみると次

のようにをる｡
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(1)不安定を場合に.も使える基礎方程式一恵導 く事_

(2) 線型近似で不安定性の起 る条件を調べ る事､

(3) 非線型効果 をとり入れて基礎方程式の定常解を求めること､

(4) 定常状態での輸送係数を求 める事｡

研究会で報告された車では､Nishikawaa?気体プ ラズマの理論は第 1の問題､

A扇 及び YaⅡ}adaの Phonon instabiliもyの理論は第 3,第 4の 問題を扱

? ている｡ 個々の理論については報告を見ていただ くことにして､以下､ 樽に

今回め研窄会での討論にはとらわれずにt筆者を りに問題点を拾ってみたO

第-の問頴における主要を困難は､ モデルの設定と非線型効果の取 り扱い吃

あると云 え-i:うO プ ラズマでは_ 高速粒子源が不安定睦を起すエネル才一源と

希ってい るが､ モデ}t,ではt初期条件 として不_安定性を導入 し､適当を ti3ne

scaleに話を限る事で､粒子源の効果 をあらわに入れ るのを避けてい る. 固

体では電場がエネルギ-源 とをってい るのでこのようを困難はをいが､逆にエ

ネルギーの流 出源の二取 り扱 いが問題とをるO .

非線型効果の硬 り教いぼ､第1 i 第3の問題に共通に現われ る困難であるop

プラズマの輸送方程式の理論では､個別粒子の運動とプラズマ振動との問の非

線型結合は近似的にと り入れ られてい るが､ プラズマ振動の問のモ十 ド緬箪合

は無視されてい る｡ このようを取 り扱いで､果 し七初期条件によらをい定常状

態が得 られ るかどうかは疑問の余地があろうO プラズマのモー ド問結合の影響

は､Vlasov-Bolt-2;mann方程式の範囲内で､流体 力学の乱流理論とのアナロ

ジーでいろいろ詞ベーられているよう･だが_まだ非常に初等的段階にあると思わ

れ るO固体の場合のAbeの仕事は､ フォノン間の特定のモー ド問結合をとり入

れて定常解を導いた ものだがt その結果は､ フォノン問相互作用は単をろ緩和

時間近似で扱った ものと､定性的に も異っ た結果を与えてお り､ モー ド問結合

のきちん とした取や扱いの必要性を示唆 しているQ

.f輸送係数では,主 として固体の電気伝導度の計算が進んでお り-電韓飽和の

問題ははば明らかに香ったよ･うだが一一観測 されてい る電流振動の問琴は依然未

解決のままである｡ プラズマにおいては､主 として磁場と垂直方向の異常拡散

の問題が調べ られてい るが,残念をがらこの方面での日本の仕事は殆ん ど希い.

又､電気伝導では､回路におけるよ■-うを顕著 を実験が存在 L,をいため､理論の
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方 も立 ち遅れてい るも ､

輸送係数に関連 して､最近-i-非線型応答の一般論 (V.V.Slezov :Sovi-

et Physics,SolidSもate.互,-2166(19614))が出されたが､ ここでは

外場についての巾級数展開で､-各巾の一般化された応答関数 と熱的 グ 71-ン関

数の解析的関係が示さ･れただけで.この理論から､例 えばJcxlJEとい うよう
を特性がいかにして導かれ るか等は､甚だ疑問のように も思われ る｡

最後に現象論と基礎論 (粒子的取 り√扱い)との関係についてふれ よう.現象

論 では､巨視的振動の不安定性が問題妄d)に対 して､基礎論では微視的揺動の

それを問題にじており､両者は明 らかに異った対象を扱っている｡例えば プラ

ズマの異常拡散では､.lscreⅦ instability は鮒者に､ drifちins七abil_i-

tyは後者に対応す る｡又固体でも_ フォノンの音波では成長率の改薮依存性
ヽ

が異って く争oしかし､与えられた定常藤の下での輸送係数への きき方 を問題

とする限 りでは､両者に本質的 を差異は現われをいのではをいかと思われ る｡

Ⅱ.報告者の レポー ト

二次転移の比熱に開する問題点

山 本7'常 信

二次といわれ る転移の比熱をその形か ら分類す ると_ 由対数発散を もつ ま

たは もつ らしい もの_ ⑦ もつと速い発散を示す も,の､ ③発散の しるLが貴

くて皿 renfest的を もの､に をるQ ①では j韻 の1転移のCpや､A,02の

臨界点での C-Vの外に磁性体のいくつかでかをりはっ きりしているo気一液

臨界点の熱力学は従来の解釈を改めねばを ら葱いが.本質的を困蟹はをい らし

いo_ACvが何か熱力学的意義を もつと思われ る.丸 まだ知 られていをいOI

磁気的転移で昼-中心問琴はLaqdau準論の楕酎 ヒと-統計力学か ら発散を
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